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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 下田市立下田幼稚園 所管課 学校教育課

 建築年 1993 年（平成５年） 延床面積 648.0 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

市の中心市街地に位置する市内唯一の幼稚園。幼稚園機能を有する認定こども園が

有るとはいえ、幼稚園教育の拠点施設としての役割を担っている。また、高台に有るため、

被災時における下田保育所児童及び地域住民の避難地としての役割を有している。 

園児数の減少に伴い、令和４年度をもって閉園。閉園後の園舎の管理が課題になって

いる。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要
令和４年度末に下田幼稚園は閉園となったが、園舎は津波の指定避難所ともなってい

ることから、今後も避難所として活用できるように維持していく必要がある。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

・今後 5 年間の保育必要量 

の調査

 2020

（R2）

・保育室エアコン取替修繕 

・再編検討

1,048 千円 

 2021

（R3）

・職員室エアコン取付工事 

・再編検討

351 千円 

 2022

（R4）
・再編検討・Ｒ4 年度末閉園

 2023

（R5）

・園舎を避難所として活用を検

討

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 下田市立下田保育所 所管課 学校教育課

 建築年 1988 年（昭和 63 年） 延床面積 1,066.0 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

下田保育所は市街地の中心に位置し、主に旧町内に住居や職場を有する利用者のニ

ーズが高い。しかしながら、津波浸水域に有ることから、通常の防災対策に加え津波対策も

必要とされる。また、築 30 年以上経過し公立幼保施設としては一番古い施設であるため

恒常的に一定の維持修繕が必要な他、トイレ等の男性職員への対応も必要となる。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要

幼保再編整備については平成 26 年度末に完了し、公立保育所１園、公立認定こども園

１園、公立幼稚園１園、私立保育園２園の現体制となっているが、今後の人口減少や保育

ニーズの変化等の状況により、将来の再編に向け再検討していく必要がある。

 関連他施設等 

（関係課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

・今後 5 年間の保育必要量の調査 

・トイレ洋式化工事 

・職員室エアコン設置

 

1,152 千円 

431 千円

-

 2020

（R2）
・状況により再編検討

 2021

（R3）

・エアコン設置工事 

・状況により再編検討
1,166 千円 -

 2022

（R4）
状況により再編検討

 2023

（R5）
・通信環境整備工事 2,042 千円 -

保育対策総合支援事業費補助金　

600 千円　子育て支援基金

 

後

期

2024

（R6）
状況により再編検討

 2025

（R7）
状況により再編検討

 2026

（R8）
状況により再編検討

 2027

（R9）
状況により再編検討

 2028

（R10）
状況により再編検討
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 

 施設名 下田市立認定こども園 所管課 学校教育課

 建築年 2013 年（平成 25 年） 延床面積 1,703.0 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

 
幼保再編の拠点施設として、児童福祉法による保育と学校教育法による教育を一体的

に提供することができる市内唯一の幼保連携型認定こども園として整備された。市内各地
からの受け皿として、通園バスによる送迎実施など、広域利用へも対応している。施設も新
しく、高台であり防災上の安心感から利用者からの人気も高い。施設においては築 5 年と新
しく、当面の間、大規模な修繕は必要としない。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要

幼保再編整備については平成 26 年度末に完了し、公立保育所１園、公立認定こども園

１園、公立幼稚園１園、私立保育園２園の現体制となっているが、今後の人口減少や保育

ニーズの変化等の状況により、将来の再編に向け再検討していく必要がある。

 関連他施設等 

（関係課）
下田市地域子育て支援センター（学校教育課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）
・今後 5 年間の保育必要量の調査

 2020

（R2）

 2021

（R3）

 2022

（R4）
・トイレ改修工事 1,914 千円

子育て支援基金 1,900 千

円充当

 2023

（R5）
・通信環境整備工事 2,380 千円

保育対策総合支援事業費補助金　

600 千円　子育て支援基金

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）
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【施設情報】 

 

【取組スケジュール】 

※スケジュールは市の財政状況や社会情勢等の変化に合わせ、随時見直すものとする。 

 施設名 下田市地域子育て支援センター 所管課 学校教育課

 建築年 2010 年（平成 22 年） 延床面積 114.0 ㎡

 
計画期間 短期（第Ⅰ期前期）　　・　　中期（第Ⅰ期後期）　　・　　長期（第Ⅱ期以降）

 

現状と課題

親子の交流の場の提供、各種講座の開催、子育て相談等を実施し、在宅で子育てする

保護者の孤立化、育児不安の解消を図り、地域の子育て支援の核としての役割を果たして

いる。施設は築 8 年と新しく当面の間、大規模な修繕の必要はない。

 
今後の方針 存続（建替え含む）　・　売却／譲与　・　転用　・　集約　・　複合化　・　　廃止　

 

方針概要
今後も未就園児における子育て支援の核としての役割を担うため、適切な維持管理を

実施し施設の長寿命化を図る。

 関連他施設等 

（関係課）
認定こども園（学校教育課）

 期 年度 取組内容 事業費（概算） 面積増減 備考（財源等）

 

前

期

2019

（R 元）

 2020

（R2）

 2021

（R3）

 2022

（R4）

 2023

（R5）
・ウッドデッキ修繕 365 千円

 

後

期

2024

（R6）

 2025

（R7）

 2026

（R8）

 2027

（R9）

 2028

（R10）

定期的な点検を行い、予防保全による適切な管

理を行う。


